
①議案第９８号「鴻巣市入学準備金貸付条例及び鴻巣市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例」

⇒上位法の学校教育法の一部が改正となったための条例改定です。

一定の要件を満たす専門課程を置く専修学校に専攻科を置くことができるようになるため、当市におけ

る入学準備金の貸付と奨学資金の貸与の対象として新たに「専攻科」を加えるものです。

②議案第９９号「鴻巣市体育施設条例の一部を改正する条例」

⇒借地である吹上富士見ゲートボール場の土地を、所有者に返還することになり、施設を廃止するもので

す。質疑に対し、所有者からは「市に買ってほしい」と要請があり、検討をしてきた。また、当該施設を利用

している団体すべてに直接に話をし、代替施設として「富士見公園」「コスモスアリーナ」等の利用で理解が

得られたとの答弁がありました。

③議案第１００号「公の施設の指定管理者の指定の期間の

変更について」

⇒②に伴う指定管理者の終了です。

④議案第１０４号「令和７年度鴻巣市一般会計補正予算

（第６号）」

⇒教育予算で、ＩＣＴ環境整備事業の補正が提案されました。小学校で、１２１台、中学校で６０台の学習者

用端末の修繕費です。

故障個所の多くはディスプレイとキーボードのつなぎ目のところです。保護者の方から、

クラスで何人かは故障している間、貸与されずにプリント対応であったという声がありまし

た。修繕にかかる日数・その間の対応を質疑し、「予備機器を１校あたり５台用意している。

不足している学校があれば充足している学校からまわして、児童生徒に不備がないように

する」と答弁がありました。

⑤議案第１０６号「令和７年度鴻巣市介護保険特別会計補正予算（第２号）」

⇒２０２５年度税制改正に伴い、介護保険料の税収減となるため介護保険システムを改修

するための費用です。２０２５年度税制改正における個人住民税に係る給与所得控除の最

低保障額の引き上げ（１０万円：５５万円→６５万円）に伴い、介護保険制度においては、保

険料段階を住民税課税の状況や合計所得金額等に基づき設定していますが、保険料段階

が下がる者が生じる等の影響がでないようにとの国の指示に基づき改修するものです。
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身近な議員として もっと届け
たい声がある 声をかたちに

ＷＥＢで すわみつえ

No.３８５ ２０２５年 １２月８日

日本共産党鴻巣市議会議員

諏訪 三津枝

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
（月）吹上駅南口 （火）北鴻巣駅東口 （水）北鴻巣駅西口 （木）吹上駅北口 （金）鴻巣駅西口

１２月４日（木）に１２月鴻巣市議会の文教福祉常任委員会を開催し、付託された以下の５件の

案件について、審査しましたので、報告いたします。

【１２月鴻巣市議会】 文教福祉常任常任委員会にて 〈報告〉
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日本被団協 事務局次長 児玉三智子さんの感動の講演会に参加して

講演会の会場＝こうのすシネマ 多目的ホールＡ

●唯一の被爆国の国民として、思いを共有す

べきは義務と思いました。人類にとして、２度

と繰り返してはいけない。

●すばらしい講演ありがとうございました。

改めて戦争も核兵器もない世界を求めます。

●講演が良かったです。つらい経験を生の声

で訴える力が違いました。

●日本被団協の皆さんがノーベル平和賞を

授賞されたことは私達の誇りです。日本政府

は今すぐ核兵器禁止条約に批准すべきです。

声をあげましょう。国から保障が未だにない

なんて考えられない。こんなにむごく、つらい

体験を良くお話しいただきました。

講演に参加された方の感想（一部）

１２月６日（土）、こうのすシネマ多目的ホールで開催された、鴻巣市日本共産党後援会主催の日本原水

爆被害者団体協議会（日本被団協）の事務局次長を務める児玉三智子さんの講演をお聞きしました。７歳

のときに広島で被爆された実体験を直接お聞きできるのはそうそうありません。

亡くなられたお母さん、弟さん、そして４５歳の娘さんの死を語るのは大変なこと。全身全霊の思いを受

け止め、「今日から一歩でも核兵器をなくすために」の呼びかけに応えていこうと改めて決意しました。


